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週の人程
舞
ス
神
社

平
成
一

五
月
十
七
日
　
十
四
時
よ
り
、

鵜
坂
神
社
奉
賛
会
総
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

代
表
役
員
で
あ
る
山
内
伸
宮
司

代
行
を
始
め
、
責
任
役
員
、
氏
子

総
代
、
神
社
職
員
、
奉
賛
会
役
員

そ
し
て
沢
山
の
地
区
総
代
理
事
の

方
々
が
出
席
し
ま
し
た
。

岡
村
責
任
役
員
の
開
会
挨
拶
で

葺

氏
子
総
代
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

議
事

１
　
平
成
二
十
五
年
度
決
算
報
告

２
　
平
成
二
十
六
年
度
社
事
運
営

計
画

３
　
平
成
二
十
六
年
度
神
社
役
員

選
任

４
　
平
成
二
十
六
年
度
予
算
審
議

５
　
境
内
清
掃
区
分
図

６
　
そ
の
他

役
員
選
任
で
は
、
高
島
定
夫
氏

が
退
任
、
奉
賛
会
会
長
に
岡
村
修

行
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
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岡村新会長の挨拶

平
成
二
十
六
年

こ
の
た
び
鵜
坂
神
社
奉
賛
会
会

長
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま

し
た
、
岡
村
修
行
で
す
。

な
に
ぶ
ん
凡
才
非
力
で
あ
り
ま

す
が
全
力
で
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
氏
子
の
皆
様
に
は

ご
支
援

。
ご
鞭
撻
を
戴
き
ま
す
よ

う
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

当
神
社
は
飛
鳥
時
代
創
建
か
ら

約
千
五
百
年
に
渡
っ
て
受
け
継
が

れ
て
き
た
由
緒
あ
る
御
社
で
す
。

歴
史
の
重
み
を
尊
重
し
な
が

ら
、
さ
ら
に
新
し
い
時
代
に
も
皆

様
か
ら
畏
敬
さ
れ
る
神
社
と
な
る

よ
う
努
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
皆
様
が
日
常

の
暮
ら
し
の
中
で
、
ま
た
人
生
の

節
日
で
、
新
た
な
気
持
ち
と
勇
気

鵜
坂
神
社
奉
賛
会
会
長

岡
村
修
行

を

授

か

る

パ
ワ

ー

・
ス
ポ

ツ
ト
と

し
て
参
拝
頂
け
る

よ
う
な
環
境
を
造

っ
て
ゆ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

さ
て
、
最
近
に

な
り
当
神
社
の
神

殿
や
拝
殿
の
傷
み

が
激
し
く
、
学
識

者
に
診
断
し
て
戴

き

ま

し

た

と
こ

ろ
、
雨
水
に
よ
る

腐
食
と
シ
ロ
ア
リ
の
侵
食
に
よ
る

傷
み
が
著
し
く
、
こ
の
ま
ま
放
置

す
る
と
致
命
的
な
事
態
を
招
く
と

の
こ
と
か
ら
、
神
殿
の
修
復
を
昨

年
の
総
会
で
決
定
し
、
本
年
工
事

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
併
せ
て
、

氏
子
の
皆
様
の
ご
支
援

。
ご
協
力

を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

岡村修行会長

夏
祭
　
除
蛙
祭

鵜
坂
寺
別
当
慰
霊
祭

上
轡
田
半
兵
衛
官

祭
神
合
祀
祭

六
月
十
六
日
（月
Ｘ
再
町
ょ
り
、

田
祭
り
（夏
祭
）、
大
伴
家
持
彰
徳

祭
、
鵜
坂
寺
別
当
慰
霊
祭
お
よ
び

上
轡
田
半
兵
衛
官
祭
神
合
祀
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
に
よ
る

「浦
安
の
舞
」

が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
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|」


